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資料１：東北大学バレーボール連盟

リーグ戦内規
昭和 年 月 日制定
平成２３年 ３月 ６日改正
２０１９年 １月２６日改正

１（加盟校の権利と義務）
東北大学バレーボール連盟（以下、当連盟と称す）に加盟す
るチームは、リーグ戦に参加する権利と義務を保持する。

２（競技規則）
当該年度公益財団法人日本バレーボール協会６人制競技
規則による。ただし、本内規および大会申し合わせ事項を定
めている場合は、それに基づく。

３ （競技方法）
（１）男子１部
８チームによる１回戦総当り予選リーグの後、上位・下
位に分かれての順位決定リーグを行う。全試合５セッ
トマッチとする。

（２）女子１部・男女２部
６チームによる１回戦総当り予選リーグの後、上位・下
位に分かれての順位決定リーグを行う。全試合５セッ
トマッチとする。

（３）男女３部・男女４部
６チームによる１回戦総当り予選リーグの後、上位・下
位に分かれての順位決定リーグを行う。全試合３セッ
トマッチとする。

（４）ただし、参加チーム数により、各部の編成を行い、その
部が５チーム以下になった場合は、２回戦総当りのリー
グ戦とする。

（５）順位決定リーグのチーム数は、別表１の通りとする。
別表１：順位決定リーグのチーム数

４（順位決定方法）
（１）勝率の高いチームを上位とする。２つあるいはそれ以上のチー
ムが同率となった場合は、セット率の高いチーム、セット率も同率
の場合は、得点率の 高いチームを上位チームとする。勝率、セ
ット率、得点率も同率の場合は、当該チーム同士の勝率、 セット
率、得点率で決定する。

（２）順位決定リーグの成績に、予選リーグの成績は持ち越す。
（３）順位決定リーグ後の上位リーグと下位リーグの入替は行わない。

５（競技日程および試合順）
（１）競技日程および試合順は、原則、別表２の通り 編成するが、
会場の借用条件および遠方のチームを配慮し、変更すること
が出来る。

（２）ただし、５セットマッチは１日最大２試合、３セットマッチは１日最大
３試合まで試合を行うことが出来る。

６（不戦敗）
以下の事由があった場合、当該チームを不戦敗とする。
（0-25、0-25、0-25で敗戦したものと見なす。（３セットマッチは、
0-25、0-25）
①試合を棄権した場合
②試合開始時間になっても６名以上の選手が揃わない場合

③エントリー以外の選手が競技者として出場した場合
④エントリーに不正があった場合
⑤その他、当該チームが重大な不正を犯したと認められる
場合

７（参加資格）
参加チームの構成員は、当連盟に有効に登録された者で
なければならない

８（申込時のチーム構成）
（１）申込時のチーム（大会申込メンバー）は、チームスタッ

フ（部長、監督、コーチ、トレーナー、マネージャー）
と選手で構成され、人数は、以下の通りとする。
①部長 １名 （当該大学の教職員に限る）
②監督 １名
③コーチ 無制限
④トレーナー 無制限
⑤マネージャー 無制限（当該大学の学生に限る）
⑥選手 無制限（当該大学の学生に限る）

（２）チームスタッフの兼任は、以下の通りとする。
①部長は、監督・コーチ・トレーナーのいずれかを兼任す
ることができる。
②監督・コーチ・トレーナー・マネージャーは、部長以外
のチームスタッフを兼任することは出来ない。ただし、
選手との兼任はできる。

９（競技者番号）
競技者番号は、原則として1番から１８番までとするが、
やむをえないときは、１番から９９番までを使用する。
なお、当該リーグ戦期間中（含入替戦）の番号変更は一
切認めない。

１０（各試合のチームスタッフおよび選手のエントリー）
（１）大会申込メンバーから、それぞれの試合のチームスタッ

フおよび選手をエントリーする。
（２）エントリーは、試合ごとに所定のメンバー届を大会本部

に提出する。なお、メンバー届提出後のエントリーの変
更は一切認めない。

（３）各試合でエントリーできる人数は、大会要項で別途定め
る。

１１（チームスタッフおよび選手の追加申込）
チームスタッフおよび選手の追加申込は、各試合の直近
の火曜日までに申請された場合に認める。
①直近の火曜日までに、当連盟に登録が完了されたもので
あること
②選手は、他の申込選手と競技者番号が重複していないこ
と

１２（チームスタッフの変更）
試合当日、チームスタッフを変更することができる。
①大会申込メンバーから選出すること。
②変更の際は、所定の用紙に必要事項を記入し、エント
リー時に競技委員長に提出すること。（部長及び主将の
署名のないものは無効とする。）
③変更の有効期限は、当日のみとする。
④部長についてはこの項目を適用しない。

１３（リーグ構成）
（１）１部リーグ

①当連盟における最上位リーグである。
②名称は、「１部リーグ」とする。

（２）２部リーグ
①１部リーグの下に、南奥羽ブロック（宮城・山形・福
島の３県）、北奥羽ブロック（青森・岩手・秋田の３県）

チーム数 6 7 8

上位リーグ 3 4 4

下位リーグ 3 3 4
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でそれぞれ南リーグ、北リーグが構成される。
②名称は、「２部南（北）リーグ」とする

（３）３部リーグ・４部リーグ
①２部南リーグの下に３部南リーグ、４部南リーグが構
成される。同じく、２部北リーグの下に３部北リーグ、
４部北リーグが構成される。
②名称は、「３部南（北）リーグ」とする。

１４（リーグのチーム数）
（１）各リーグのチーム数は、以下の通りとする。

①男子１部リーグ ８チーム
②女子１部リーグ ６チーム
③それ以外 ６チーム

（２）最下部とその一つ上の部については、大会申込締切時点
のチーム数により、別表３の通り調整をし、リーグを編
成する。
別表３：最下部とその一つ上の部のチーム数

（３）次季リーグの出場順位は、本大会の成績とその後の入替
戦および自動昇降格によって、決定される。ただし、入
替戦および自動昇降格による昇降格チームが複数ある
場合は、次の優先順位で出場順位を決定する。
①入替戦および出場順位決定戦の勝敗
②本大会の順位
③その前のリーグ戦の順位
④大会申込順

１５（入替戦）
入替戦については、別途内規にて定める。

１６（大会および試合の棄権）
（１）チームは、大会および試合を棄権する場合は、必ず棄権

届を学連委員長宛に提出すること。ただし、緊急の場合
は、この限りではない。届出をしなかった場合は、次季
リーグにおいて最下部最下位に自動降格させる。

（２）チームが、大会申込締切日以降、試合の棄権を申し出た
場合は、不戦敗とする。
①当該試合のみを不戦敗とし、それ以外の成立した試合の
結果は生かされる。またそれ以降の試合（入替戦も含む）
には出場を認める。ただし、予選リーグの総試合数のう
ち半数を棄権した場合は、予選リーグのみ全試合棄権し
たものとみなし、 成立した試合結果もすべて不戦敗と
する。その場合は、順位 決定リーグおよび入替戦の出
場は認める。
②ただし、全試合棄権した場合は、入替戦出場を認めず、
全日程終了後、一つ下の部に自動降格する。降格後の順
位は、入替戦終了後に降格した部の最下位に位置付ける。
③大会全日程の開始１４日前までに全試合棄権した場合
は、そのチームを不参加とみなし、１７を適用する。

（３）全国大会出場等考慮に値する理由の場合、当連盟の承認
および対戦チームの協力が得られる場合は、大会期間や
順位決定に大きな影響を与えない範囲で、日程の調整を
行うことできる。

（４）第１種学校感染症のり患などにより、大学自体が対外活
動を出来ない状態の場合は、前項と同じ扱いとする。

１７（不参加チームの扱い）
（１）チームが、大会申込を行わなかった場合は、大会不参加

とし、当該チームは、全日程終了後、最下部に自動降格
する。降格後の順位は、入替戦終了後に降格した部の最
下位に位置付ける。

（２）不参加チームが発生した場合は以下のとおりとする。
① 男女１部：その部のチームの補充をせず、
空位のままリーグを行う。

② それ以外：出場順位の繰り上げを行い、１４（１）
（２）の通りにリーグを再編成する。ただし、１６
（２）③の場合で１４（２）により出場部の繰り下
げが発生する場合は、救済措置として繰り下げを
せずに最下部を空位のままリーグを行う。

１８（新規参加チーム）
新たにリーグ戦に参加するチームは、最下部最下位から
とする。
尚、同様のチームが２チーム以上あるときは、申込順に
よるものとする。

１９（主管・運営）
（１）大会は、当連盟南奥羽学連事務局および北奥羽学連事務

局が主管となって実施する。ただし、３部以下は、当番
校による自主運営を原則とする

（２）試合会場校のチームは、当日当番校として運営を行う。

（３）運営に関する詳細は、別途定める「リーグ運営マニュア
ル」によるものとする。

２０（大会参加料）
（１）本大会における大会参加料およびプログラム作成料は、

別表４のとおりとする。
（２）本大会に出場するチームは、別表４の大会広告料を納め

ることとする。広告を集めることができない場合は、各
チームが自弁することとする。
別表４：大会参加料、プログラム作成料、広告料

1部 2部 3部以下

大会参加料 25,000 22,000 18,000

プログラム作成料 2,000 2,000 2,000

広告料 10,000 5,000 5,000

合計 37,000 29,000 25,000

（３）大会参加チームは、（１）～（２）を一括で当連盟指定
口座に振込をする。なお、一度納入した参加料等は、理
由のいかんに問わず一切返金しない。

（４）大会参加チームの移動費・宿泊費は、自弁とする。

２１（補助役員）
（１）大会参加チームは、定められた規則に従って、指定され

た補助役員を務めなければならない。
（２）補助役員担当者が不足する場合は、チームの責任で他チ

ームから応援を求めなければならない。
以上

チーム合計 7 8 9 10 11

一つ上の部 4 5 6 6 6

最下部 3 3 3 4 5
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別表２：リーグ戦　各部基本試合順
前回の成績を元に、下記の表のとおりに競技日程を策定する

ただし、各会場の使用条件などの事情により変更する場合がある

①男子１部 ②女子１部、男女２部 ③男女３・４部

第１日 前回1位 × 前回8位 第１日 前回1位 × 前回6位 第１日 前回1位 × 前回6位

前回2位 × 前回7位 前回2位 × 前回5位 前回2位 × 前回5位

前回3位 × 前回6位 前回3位 × 前回4位 前回3位 × 前回4位

前回4位 × 前回5位 第２日 前回1位 × 前回5位 第２日 前回1位 × 前回5位

第２日 前回1位 × 前回7位 前回2位 × 前回4位 前回2位 × 前回4位

前回2位 × 前回8位 前回3位 × 前回6位 前回3位 × 前回6位

前回3位 × 前回5位 第３日 前回1位 × 前回4位 前回4位 × 前回6位

前回4位 × 前回6位 前回2位 × 前回3位 第３日 前回2位 × 前回6位

第３日 前回1位 × 前回6位 前回5位 × 前回6位 前回1位 × 前回4位

前回2位 × 前回5位 第４日 前回1位 × 前回3位 前回3位 × 前回5位

前回3位 × 前回8位 前回2位 × 前回6位 前回2位 × 前回3位

前回4位 × 前回7位 前回4位 × 前回5位 第４日 前回1位 × 前回3位

第４日 前回1位 × 前回5位 第５日 前回1位 × 前回2位 前回5位 × 前回6位

前回2位 × 前回6位 前回3位 × 前回5位 前回4位 × 前回5位

前回3位 × 前回7位 前回4位 × 前回6位 前回1位 × 前回2位

前回4位 × 前回8位 第６日 予選1位 × 予選3位 第５日 予選4位 × 予選6位

第５日 前回1位 × 前回4位 予選4位 × 予選6位 予選1位 × 予選3位

前回2位 × 前回3位 第７日 予選5位 × 予選6位 予選5位 × 予選6位

前回5位 × 前回8位 予選2位 × 予選3位 第６日 予選2位 × 予選3位

前回6位 × 前回7位 第８日 予選4位 × 予選5位 予選4位 × 予選5位

第６日 前回1位 × 前回3位 予選1位 × 予選2位 予選1位 × 予選2位

前回2位 × 前回4位

前回5位 × 前回7位 （②、③が５チームの場合） （③を４日間で行う場合）

前回6位 × 前回8位 第１日 前回1位 × 前回5位 第１日 前回1位 × 前回6位

第７日 前回1位 × 前回2位 前回2位 × 前回4位 前回2位 × 前回5位

前回3位 × 前回4位 前回3位 × 前回5位 前回3位 × 前回4位

前回5位 × 前回6位 第２日 前回1位 × 前回4位 前回1位 × 前回5位

前回7位 × 前回8位 前回2位 × 前回3位 前回2位 × 前回3位

第８日 予選1位 × 予選4位 前回4位 × 前回5位 第２日 前回3位 × 前回6位

予選2位 × 予選3位 前回1位 × 前回3位 前回1位 × 前回4位

予選5位 × 予選8位 第３日 前回2位 × 前回5位 前回2位 × 前回4位

予選6位 × 予選7位 前回3位 × 前回4位 前回5位 × 前回6位

第９日 予選6位 × 予選8位 前回1位 × 前回2位 前回1位 × 前回3位

予選5位 × 予選7位 第４日 前回1位 × 前回5位 第３日 前回3位 × 前回5位

予選2位 × 予選4位 前回2位 × 前回4位 前回2位 × 前回6位

予選1位 × 予選3位 前回3位 × 前回5位 前回4位 × 前回6位

第10日 予選7位 × 予選8位 前回1位 × 前回4位 前回4位 × 前回5位

予選5位 × 予選6位 第５日 前回2位 × 前回3位 前回1位 × 前回2位

予選3位 × 予選4位 前回4位 × 前回5位 第４日 予選4位 × 予選6位

予選1位 × 予選2位 前回1位 × 前回3位 予選1位 × 予選3位

第６日 前回2位 × 前回5位 予選5位 × 予選6位

※男子１部は２面で行う場合、 前回3位 × 前回4位 予選2位 × 予選3位

　試合を振り分けて行なう 前回1位 × 前回2位 予選4位 × 予選5位

予選1位 × 予選2位

（②が４チームの場合） （③が４チームの場合）

第１日 前回1位 × 前回4位 第１日 前回1位 × 前回4位 （③が３チームの場合）

第４日 前回2位 × 前回3位 ・ 前回2位 × 前回3位 第１日 前回1位 × 前回3位

第２日 前回1位 × 前回3位 第３日 前回1位 × 前回3位 ・ 前回2位 × 前回3位

第５日 前回2位 × 前回4位 第２日 前回2位 × 前回4位 第２日 前回1位 × 前回2位

第３日 前回3位 × 前回4位 ・ 前回3位 × 前回4位

第６日 前回1位 × 前回2位 第４日 前回1位 × 前回2位

※②が４チームの場合

　1日3試合ずつ4日間で

　行なう場合もある
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資料２：東北大学バレーボール連盟

リーグ入替戦内規
平成２３年 ３月 ６日制定

１（入替戦の権利と義務）
１部を除く各部の最上位は、入替戦出場の権利を
有し、最下部を除く各部の最下位は、入替戦出場
の義務を有する。

２（名称）
（１）入替戦は次の２種類とする
①「１－２部入替戦」
１部リーグと２部南リーグおよび２部北リー
グとの入替戦

②「下部入替戦」
２部南リーグと３部南リーグ、３部南リーグと
４部南リーグ、２部北リーグと３部北リーグと
の入替戦

（２）ただし、最下部と一つ上の部の入替戦は、次
季リーグ戦における出場順位決定戦となる。

３（開催方法）
（１）１－２部入替戦
①開催時期
リーグ戦終了後翌週の土曜、日曜を原則とする。

②開催場所
入替戦出場チームの体育館を原則とする。ただ
し上位チームの体育館を優先する。
③主管

連盟直轄として行う。
④試合方法

全試合５セットマッチとする。

＜競技日程＞
【第１日目】試合開始１４：００（１面進行）

男
子

出場順位
決定戦

２部南１位×２部北１位

女
子

挑戦者
決定戦

２部南１位×２部北１位

【第２日目】試合開始１０：００（１面進行）
女
子

入替戦 １部６位 ×
挑戦者決定戦
勝 者

男
子
入替戦① １部８位 ×

出場順位決定戦
勝 者

男
子
入替戦② １部７位 ×

出場順位決定戦
敗 者

※入替戦の勝者が次季リーグで１部に出場する
その順位は、男子①の勝者は８位、②の勝者が
７位となり、女子の勝者が６位となる

（２）下部入替戦
①開催時期
１－２部入替戦終了後翌週の日曜を原則とする。

②開催場所
入替戦出場チームの体育館を原則とする。
③主管
当面の間、南北合同開催とし、春季は南奥羽学連
事務局が、秋季は北奥羽学連事務局が主管する。

④試合方法
２－３部入替戦は５セットマッチ、３－４部入

替戦は３セットマッチとする。
＜競技日程＞試合開始１２：００（２面進行）
男女 入替戦 ３部南最下位×４部南最上位
男女 入替戦 ２部北最下位×３部北最上位
男女 入替戦 ２部南最下位×３部南最上位
※入替戦の勝者が次季リーグで上位部に出場する

４（不参加および全試合棄権による自動昇降格）
（１）不参加および全試合棄権チームは、リーグ戦

最終試合終了時点で、自動降格する。
①空白となった順位は１つ下の部以降の自動昇格
によって補填する。

②１部のチームが自動降格した場合は、１－２部
入替戦での成績順で昇格チームを決定する。
③この場合の下部入替戦は、５（３）を適用する。
④自動降格したチームの次季リーグでの出場順位
は、降格した部の最下位とする。

５（１－２部入替戦による２部以下の
調整および下部入替戦実施方法）

（１）１－２部入替戦により、南リーグ・北リーグ
の構成チーム数に変動があった場合は、２部以
下の各部のチーム数をリーグ戦内規１４に合
わせるため自動昇降格が行なわれる。

（２）１－２部入替戦の結果、１部へ昇格チームが
なく、降格チームがある場合【 例１ 】

①リーグ編成を各部６チーム構成にするため、自
動降格が発生する。

②自動降格があっても、入替戦出場の義務及び権
利を守るために、自動降格したチームを除く最
下位に入替戦出場の義務が発生する。

③よって、対戦カードは、「（自動降格チームを除
く）最下位×次部最上位」となる。

（３）１－２部入替戦の結果、１部へ昇格チームが
あり、降格チームがない場合【 例２ 】

①部編成を６チーム構成にするため、自動昇格が
発生する。
②自動昇格があっても、その部の最下位は、入替
戦出場の義務が発生する。
③よって、対戦カードは、「最下位×（自動昇格
チームを除く）次部最上位」となる。
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例２：１－２部入替戦後、１部からの降格がなく、２部から１部への昇格があった場合

①２部以下のチーム数を６にする為、各部の最上位が自動昇格する

②自動降格後の「上位部の最下位」×「下位部の最上位」で入替戦を行う

※各部最下位の入替戦出場の義務を守るため

３部南

１位

４部南

１位

４部南
１位

１部 ２部南

１部

７位

２部南

１位

３部南

３位

２部南

４位
２部南

５位

２部南

６位

３部南

１位

２部南

１位
２部南

２位

２部南

３位

４部南

４位
４部南

５位

３部南

６位

４部南

１位
４部南

２位

４部南

３位

３部南

２位

３部南

３位

３部南

４位
３部南

５位

４部南１部 ２部南 ３部南

３部南

５位

２部南
４位

３部南
４位

２部南

３位

１部

７位

２部南

１位

３部南
１位

３部南 ４部南

２部南

６位

３部南

６位

３部南

２位

４部南

２位

２部南

２位

４部南

５位

４部南

３位

４部南
４位

２部南

５位

入替戦
昇格

自動
昇格

自動
昇格

自動昇格

自動昇格 自動昇格

最上位 最上位

最下位 最下位

最下位 最下位

例１：１－２部入替戦後、２部から１部への昇格がなく、１部からの降格があった場合

①２部以下のチーム数を６にする為、各部の最下位が自動降格する

②自動降格後の「上位部の最下位」×「下位部の１位」で入替戦を行う

※各部１位の入替戦出場の権利を守るため
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８位
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最上位最上位入替戦

敗者
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資料３：リーグ内規等の取り扱いと罰則
２０１１年 ３月 ６日制定、２０１８年 １月２０日改正

１．取り扱いと罰則
リーグ戦内規及びリーグ入替戦内規、大会申し合わせ事項など定められた事項に対し、違反したり、不
正を行ったりした場合は、チームに対し試合没収や出場停止も含めた処分を行う。その際の処分は、大
会委員長、競技委員長、審判委員長、学連委員長で協議の上決定する。なお、（公財）日本バレーボール
協会および全日本大学バレーボール連盟の規定などで変更があった場合は、それに従うこととする。

２．チームの責務
（１）チームは、ルールをよく理解して試合に臨むこと。特に、監督やコーチによる、審判の判定に対する

抗議・選手に対する暴力・言葉汚く審判や選手をなじる行為等は、競技規則に基づき厳正に対処する。
（２）チームは、大会運営に大きく影響を与える事項が発生した場合には、直ちに学連事務局へ連絡するこ

と。学連事務局は、関係各所と協議の上、その後の対処方法を決定する。
① 大会参加を取りやめる場合、試合を棄権する場合
② 競技開始時刻に遅れる場合（自チームの試合および補助役員の割当試合）
③ チーム内で事件・事故などが発生した場合

３．競技開始時刻の遅刻
（１）会場には余裕を持って到着しておくこと。また、試合の進行状況によってはコートを変更して行う場

合もあるので、他のコートの進行状況にも注意しておくこと。
（２）チームが試合開始時刻に遅れた場合に、試合開始時刻を遅らせるなどの措置はとらない。ただし、大

規模な交通障害などチームの責によらない事情があり、試合開始前までに学連事務局まで連絡があった
場合は、調整を行う。

（３）公式練習終了後、１５分以内に試合が出来る状態にならない場合は、没収試合とし、リーグ内規６①
を適用する。

４．コートオフィシャルについて
（１）コートオフィシャルの考え方
① 学生の自主運営と競技上の公平性のため、すべてのチームにコートオフィシャルを義務付けている。
② 自分たちの試合で「良いゲーム運営」をして欲しければ、担当する試合でも積極的に補助を行うこと。
③ 集合時間の遅刻、担当業務の放棄など、大会運営に大きく影響を与えた場合は、始末書の提出をさせ

ることもある。
（２）コートオフィシャルの責務
① 割り当てられた試合の設定時間のプロトコール前（設定されていない場合は、前の試合終了後 １０

分後にプロトコールを開始する）に記録席に集合すること。自チームの試合後に割当がされることが
多いので、試合終了後、補助役員のスムーズな繰り出しに協力すること。

② 試合で各業務がきちんと遂行できるように、各チームで教育すること。
③ ラインジャッジは、試合中、担当するラインを中心に的確かつタイムリーな判断をすること。また、

自身の判定に自身を持てるように、集中すること。
④ ラインジャッジおよびボール・リトリバーが、タイムアウト時、セット間に休憩する場合は、壁際に

寄ること。フロアにおいて足を投げ出して休憩すると非常に見栄えが悪い。観客の視界に入らない所
で休憩すること。

５．競技者のユニフォーム、及びアンダーシャツ等の取り扱いについて
（１）ＪＶＡ制定ユニフォーム規定の通りとする。

６．チーム役員の服装
（１）公式競技を重んじて、部長・監督は原則として季節に応じた正装とする。但し、トレーニングウェア

を着用する場合は、統一されたものを着用すること。
（２）部長・監督が正装、コーチ・トレーナー・マネージャーが統一されたトレーニングウェアを着用して

もよい。
（３）チーム役員は、部長・監督・コーチ・トレーナー・マネージャー章（６cm 程度の円台（色は自由）に

部・監・Ｃ・Ｔ・Ｍの文字を入れたもの）を左胸に付けなければ、ベンチに着席出来ない。
（４）ジーンズ等の競技会にふさわしくないと判断される場合は、ベンチに入ることは許されない。

７．給水のためのタイムアウトについて（全日本学連通達）
熱中症予防の観点から、室温温度が３０度以上の場合、「給水のためのタイムアウト」を採用する。採用
するタイミングは各試合のプロトコール前の室温温度とする。取扱いは次のようにする。

（１）大会では、各セットにおいて、リードするチームが６人制１３点、最終セットは８点（３セットマッ
チの場合は１３点）で３０秒間の給水のためのタイムアウト(以下ＷＴＯ)が自動的に適用される。その
際、副審が吹笛をし、コートを退くよう促し計時をする。ハンドシグナルは示さない。

（２）このＷＴＯは給水を目的とするものであり、その間選手はウォームアップエリア付近で給水を行う。
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またチームスタッフはベンチに座っていることとし、選手に指示することはできない。
（給水を行うか否かの判断は、選手本人の意思による。給水を行わなくても同エリア付近にとどまること。
控えの選手も同様である。）

（３）第５セットは、８点でチェンジコートをした後に引き続きＷＴＯとなる。（３セットマッチの場合は１
３点）その際、主審側を通ってコートを移動したチームがベンチ側のサイドラインを通過した時点で、
副審が吹笛し計時を始める。

（４）正規の中断の要求やリベロリプレイスメントよりもＷＴＯを優先する。正規の中断やリベロリプレイ
スメントを行う場合は、ＷＴＯの後にその手続きをする。

※東北学連では、ＷＴＯの適用については、室温 30 度以上に限らず、学識役員および学連委員の判断で
弾力的に運用を行う。

８．各会場の使用について
（１）土足厳禁エリアは、各会場で掲示するので、厳守すること。
（２）アリーナ以外の（トレーニングルームなど）他の施設の使用を禁止する。
（３）ロビーなどの共用施設も含め、他の利用者に迷惑がかからないように注意すること。

（ボールの使用は厳禁）
（４）喫煙は、指定の喫煙所を利用すること。（会場内禁煙の場合は、一切喫煙を禁止する）
（５）各会場の指定された駐車場を利用できるが、台数が限られているため、満車の場合は、近くの民間

有料駐車場を利用すること。（付近の道路および商業施設への駐車は厳禁）
（６）机・椅子等の備品は、許可なく移動・搬入しないこと。
（７）設備・器物を破損した場合には、必ず本部まで申し出ること。
（８）ゴミは各チームで必ず持ち帰ること。また、会場内やコンビニなどに捨てないこと。

以上

資料４：東北大学バレーボール連盟 推薦チーム内規
２０１７年 ５月１０日制定 ２０１７年１０月２０日改正

第１条 〔目 的〕
この内規は、日本バレーボール協会および東北バレーボール協会（以下、協会）ならびに全日本大学バレーボール連
盟（以下、全日本学連）が主催する大会に東北大学バレーボール連盟（以下、当連盟）が、推薦（シード）チームおよ
び出場順位に関する手続きなどを定めることを目的とする。

第２条 〔対象大会〕
当連盟が推薦（シード）チームおよび出場順位を決定する大会は、次の通りとする。
① 全日本大学バレーボール選手権大会（全日本インカレ）
② 東日本大学バレーボール選手権大会（東日本インカレ）
③ 天皇杯・皇后杯 東北ブロックラウンド
④ その他、協会及び全日本学連より推薦要請があった大会

第３条 〔決定方法の原則〕
① 全日本インカレの出場権は、春季・秋季リーグおよび東日本インカレの順位をポイント化し、その合計点で順位
を決定する。また、全日本インカレのシード順位の決定の際もこのポイントを用いる。ただしポイント合計点が同点
の場合は、直近のリーグ戦の最終順位上位チームをポイント上位とする。

② 前条②③④の大会における推薦（シード）チームおよび出場順位は、直近のリーグ戦の最終順位によって決定さ
れる。
③ 対象大会に参加しないチームがある場合は、下位のチームが繰り上がるものとする。

第４条 〔改 正〕
本内規を改正しようとするときは、理事会の決議により、これを行う。

附 則
本内規は、２０１７年春季リーグより適用する。

以上
細 則 〔各大会の決定方法〕
（１）全日本インカレ
① 出場権は、春季・秋季リーグおよび東日本インカレの順位をポイント化し、その合計点で順位を決定する。ただしポイ
ント合計点が同点の場合は、直近のリーグ戦の最終順位上位チームをポイント上位とする。

（ポイント）
男子リーグ戦

１部１位 １部２位 １部３位 １部４位 １部５位 １部６位 １部７位 １部８位
春季 14 13 12 11 10 9 8 7
秋季 21 19.5 18 16.5 15 13.5 12 10.5
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２部１位 ２部２位 ２部３位 ２部４位 ２部５位 ２部６位
春季 6 5 4 3 2 1
秋季 9 7.5 6 4.5 3 1.5

女子リーグ戦
１部１位 １部２位 １部３位 １部４位 １部５位 １部６位

春季 12 11 10 9 8 7
秋季 18 16.5 15 13.5 12 10.5

２部１位 ２部２位 ２部３位 ２部４位 ２部５位 ２部６位
春季 6 5 4 3 2 1
秋季 9 7.5 6 4.5 3 1.5

東日本インカレ
優勝 準優勝 ベスト４ ベスト８

成績 5 4 3 2

（２）東日本インカレ
① 春季リーグの最終順位により、推薦（シード）チームを決定する。

（３）天皇杯・皇后杯 東北ブロックラウンド
① 春季リーグの１部１位、２位のチームを推薦チームとする。
② ①のチームが不参加の場合は、次位を推薦チームとする。
③ 当連盟出場枠が増えた場合は、春季リーグの最終順位でこれを決定する。

以上

資料５：地震対応マニュアル

大会開催中に、地震が発生した場合は、

会場責任者は、速やかに試合を止め、状況把握をする。審判員が試合を止めても良い。

問題がなければ、試合再開を指示する。

発生時の

初期行動

・騒がない。 ・勝手に行動しない。 ・会場責任者の指示を静かに聞く。

・窓や壁から離れる。 ・落下物に注意し頭部を守る。

（指示をする場合は、大きな声で）

「落ち着いて、体育館の中央に」、「外へ出るな」、「窓から離れて」など

避難行動

・落下物の下を避けて中央付近に集合させ、揺れが治まるまで身を低くして待つ。

・パニックを起こさないように指示を聞く。 ・荷物を取りに行かない。

・上履きのまま避難する。 ・決められた避難場所に集合し、点呼に協力する。

（指示をする場合は、大きな声で）

「速やかに避難してください」、「走らない、押さない」、「非常口から出なさい」

● 揺れが大きい場合は、ワンセグなどを用いて、震度及び津波などの警報を確認する。

● 避難が必要な場合はすぐに避難の指示をする。

会場の管理責任者（警備等）から避難指示があった場合は、その指示に従うこと



- 18 -

資料６：大会準備チェックリスト
★学連で準備・手配するもの ★会場校で準備するもの

1 公式記録用紙 試合分 23 ネット １枚（下白帯付）

2 リベロチェックシート 試合分 24 支柱 １組２本

3 メンバー届 試合数×２枚 25 ポールカバー １組２本

4 記録用紙メンバー用ラベル 試合数×２枚 26 アンテナ １組２本

5 ラインナップシート 試合数×２枚 27 白帯 １組２枚

6 変更プログラム 対象チーム分 28 審判台 １台（高さ確認）

7 追加登録一覧（最新版） 対象チーム分 29 警告カード １組（赤・黄）

8 チーム名表示 対象チーム分 30 フラッグ １組４本

9 看板関係 31 モップ ２本

（本部,審判控室,コート名等） 適宜 32 得点板 １台

10 ボール １コート２～４球 33 ボール拭き ４枚

11 ラインテープ(白、赤） １コート１巻 34 ブザー 1個（ベルでも良い）

12 マスキングテープ １コート１～２巻 35 ベンチ イス13×２

13 ビニールテープ（白、青） １コート１巻 36 記録席 イス3、長机1

14 大会ハンドブック（本部、審判用） 各１冊 37 スケール １本以上

15 審判用領収書 開催日数分 38 気圧計 １個以上

16 審判用謝金（１名2000円） 人数分 39 空気入れ １個以上

17 審判用パンフ 人数分 40 大会本部 イス6、長机2以上

18 販売用パンフ（１冊1000円） 適宜 41 審判控室 適宜イスを置く

19 現金（経費支払用） 適宜 42 弁当・飲み物 学連役員、審判分

20 結果送信ツール（ＰＣかｽﾏﾎ） 適宜 43 掲示場所 組合せ、星取表

21 審判員（当番校とも確認） 適宜 44 観客席 適宜イスを置く

22 学連役員（当番校とも確認） 適宜 45 駐車場

○23～45：会場校で準備できない場合、1週間前迄に学連事務局担当へ連絡すること

○42：弁当は550円以内×人数分、飲み物は２Ｌお茶（4人で1本）+紙コップ人数分+お菓子（飴、煎餅等）

○37～39：各コートに1つずつあればなお良い

○コート設営図（2面） アップゾーンはベンチより前に出さない ○ネットのロープ
↓ ↓

4 4

3 3

3 3
ネットのロープの

升目の個数

○ベンチ

1チーム13脚並べる
※できれば監督席１+

　長いす2～3のほうが良い

○監督制限ライン

必ず引くこと
※点線でなく実線でよい

○マスキングは、ラインと

　　平行のフェイクライン

　　を中心に消すこと

○できる限り、防球ネットでコート間を区切ることが望ましい

ベ

ン

チ
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録
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ン

チ

記
録

ベ

ン

チ

ベ

ン

チ
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資料７：コート設営方法

１．コートの設置の基本的な考え方

①プレーイングエリア

できる限り国際規格に近づけることが望ましい。

★東北リーグではエンド、サイドから最低３ｍあれば良い

＜国際規格は・・・＞

フリー・ゾーンはサイドラインから 5ｍ、

エンドラインから 6.5ｍの幅でなくてはならない。

またプレーする空間は床面から最低 12．5ｍの高さで

なければならない。

②フリー・ゾーン

出来る限り左右同じ広さを取ること。

ベンチを設置する際に、主審側が広く、副審側が狭い

といったことがないように配慮する。

コートの周囲は、イスを置くなどして観客席とすることがで

きる。ただしフェンス及びマットなどでプレーイングエリアと

区画することを条件とする

③チームベンチ

審判台と反対側のフリー・ゾーン外側に、両コートそれぞれ 13人が座れるように設置する。

（椅子を 13脚置くか、椅子を 1脚+長いすを置く）

＜2面の場合＞

体育館の外側を主審側とし、副審・記録席・ベンチを内側にすることを原則とする。

（コート間が狭い場合は、ベンチが背中合わせになってもよい。）

また、コート間が狭い場合は、防球ネットなどを用いて、コートを仕切ることが望ましい。

④記録席

支柱外方で両コートのベンチの間に設置する。

⑤シート（使用する必要がある場合のみ）

シートの長さはコートの長さに合わせ、動かないように端をテープで止める。（１８ｍが目安）

⑥得点板・コート名

チーム・観客が見やすいところへ設置する。

２．ラインの張り方 ＜ ラインはすべて５ｃｍ幅 ＞

①不要なラインを消す

バレーボールのラインから５０ｃｍまでのすべてのラインをマスキングテープで消す

②支柱を立てる金具部分をふさぐ

金属部分（バレー支柱を立てるところ以外）をマスキングテープでふさぐ。

③エンドライン・サイドラインを貼る（白ライン）。

ラインは一気に貼る。（途中で押さえるとラインがゆがむ）

サイドラインは、サービスラインの分 のばして貼る。

④アタックラインを貼る

延長分は、２ｍほどコート外までのばして貼り、サイドラインから２０ｃｍ間隔で

幅５ｃｍ、長さ１５ｃｍの５本の破線をつくり、１．７５ｍコート外へ延長する。



- 20 -

⑤監督制限ライン

アタックラインの延長の先からサイドラインに平行に線を引く

※２０ｃｍ間隔で長さ１５ｃｍの１７本の破線をつくるのが正しいが、東北リーグでは実線で構わない。

⑥サービスライン、ウォーム・アップ・エリアについても忘れずにつくる。

３．ネットの張り方

①支柱を立てる。

ワイヤーを巻く部分がついている方を主審の方にセットする。

②支柱の高さを調節する。

男子２．４３ｍ、女子２．２４ｍにするが、支柱は２～３ｃｍ高くしておくとよい。

③ネットを張る。

支柱が傾き始めたら張りを確認。この時点で一度高さを確認。

ネットの中央部、各サイドライン上の 3箇所を確認する。

④最上部のロープを張る。

ネット部分がサイドラインより 25cm 外側に出るように。（正確には）。はじめに副審側をとめてから、主審側をとめると

便利。とめる場所はできるだけポールの最上部とし、ワイヤーの下にロープが通るようにする。とめ方にも注意する。

⑤最下部のロープを張る。

サイドラインから外側に出る部分の長さが均等になるように。はじめに主審側をとめてから、副審側をとめると便利。

とめ方、とめる場所は床面と平行が基本。

⑥中心部の 2本のロープを張る。

床と平行にとめる。引っ張り過ぎない。とめ方に注意。

ロープは、ネットの上から網目４つ目に１本、下から網目３つ目に１本取り付ける

⑦サイドバンド、アンテナを付ける。

サイドバンドはサイドライン上に正確に取り付ける。アンテナの上部は、必ずサイドバンドにかませる。サイドバンドが

マジックテープ式でないときは、アンテナの白い部分と一緒に白色のビニールテープでとめる。

⑧高さを確認する。

ネット中央部は正確に規定の高さにする。

両サイドライン上は規定の高さの２ｃｍまで高くてもよい。

ただし両サイドライン上のネットの高さは同じ高さにする。

⑨ネットの幅を確認する。

正確には１ｍだが、±３ｃｍの幅が認められる。

幅が足りないときは最下部のロープで調節する。

⑩ロープの部分をラインテープ（ビニール）でとめる。

2巻き程度で、必要であればアンテナ上部と下部をとめる。

⑪ポールカバーを付ける

商標ロゴや、マークが正しくつくように気をつける。

⑫警告カードを付ける

⑬審判台を置く

高さが調整できるようにしておく
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資料８：大会業務チェックリスト

１．全体の流れ （ ）は３セットマッチの場合

試合開始

120 分前

２日目以降は

９０分前

当番校・学連集合

●コート設営 （ライン張り、ネット、ベンチ・記録席設置）

●会場の準備 （本部、審判控室、観客席）

●受付準備 （メンバー届、目玉、シール）

●掲示物 （コート名、星取表、試合順）

試合開始 60 分前
開場 （この時間まではチームを入れないこと）

●チーム受付

●派遣審判員集合

試合開始 45 分前 ●審判ミーティング

・ボールチェック（気圧測定→ＪＵＲＹにお願いする）

試合開始 30 分前
●記録準備

・第 1試合 メンバー届提出→エントリーチェック

・来ていない場合は、すぐに確認をする

試合開始 20 分前 ●第1試合 補助役員集合

・来ていない場合は、すぐに確認をする

試合開始
15 分前
(11 分前) 第1試合 プロトコール開始

試合開始 00 分前 第1試合 試合開始

第2試合以降 （時間設定のある場合は、時間設定にしたがう）

前の試合 第1セット終了後までに
●記録準備

・次の試合 メンバー届提出 →エントリーチェック

前の試合 終了後すぐ

●次の試合の試合開始時刻設定 および 試合準備

・各チーム、審判員への開始時刻の通知

・補助役員の確認も行う

前の試合 終了 10分後 次の試合 プロトコール開始

前の試合 終了
25分後
(21分後)

次の試合 試合開始

試合中
・プログラムの販売

・試合結果を星取表に記入し、あわせて広報担当に送信する。

・弁当が届く（１１時を目処に）→本部・審判控室にそれぞれ搬入

試合終了後

・コート整備・会場整備、または会場撤収

・審判謝礼金の支給及び領収書への記名捺印

・試合結果を星取表に記入し、あわせて広報担当に送信する。

・広報担当は、試合結果を報道機関へ送信し、ホームページへ掲載する。
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２．当番校にやっていただくこと

当番校の皆さんには、大会の準備・撤収をお願いします

大会当日は、試合開始の２時間前（２日目以降は１時間３０分前）に集合願います

2－１ 用具・備品類の確認すること【 大会１週間前までに完了させる 】

「資料６ 大会準備チェックリスト」をもとに用具・備品類の準備をしてください

・不足する場合は、学連事務局までできるだけ早く連絡をしてください

2－２ 手配・購入をするもの【 大会初日までに完了させる 】

①派遣役員用弁当 （数量は、1週間前に学連委員に確認してください。）

・ 1個 550円（税込）以内のもの ・ 14 時試合開始の場合は不要です

・ 11 時過ぎには、食事が取れるようにしてください。

②派遣役員用スナック・飲料

・飲料 （お茶など） 2Ｌペットを 300ml／人 を目安に準備してください

・お菓子 （各３００円以内の煎餅・クッキー、アメ、チョコレート）

③飲料を飲むためのコップもしくは茶碗

・湯飲みなどを借用できるならそれでかまいません。

・紙コップは１５人分ぐらいで充分です。

④ゴミ袋

・各大学で出来る限り処理していただきたいと思いますが、ゴミ袋が有料化されて

いる場合は、事前に購入をしておいてください。

2-３ コートの設営・チェック【 大会初日の開場時間までに完了させる 】

・コートの設営・・・「資料７ コート設営方法」を参照してください

※備品は、学連のものなのか、会場のものなのかを明覚にしておいてください。

１．どちらのコートを、Ａにするか、Ｂにするかは、ホームチームで決めることが出来る

２．コート間に防球ネットがある場合は、できる限り張っておくと良い

３．ベンチの位置は、コート間に置くことを原則とするが、壁際の上に出っ張りがある場合やコート間が

極端に狭い場合は、外側にベンチを置いても良い

４．観客席を出来る限り用意する。

（１）パイプイスや長いすなど座れるようにすることが望ましい

・イスを並べる場合は、何脚かに１つ分間を空ける

（２）キャットウォークなどの場合、落下防止の策がとられていること

・危険が想定される場合は、観客席にはしない

（３）コート間が広い場合は、そこを観客席として良い

→例：福島大、仙台大、岩手大、盛岡大、東北大など

・ベンチ裏に設置する場合は、１メートル離した上で設置する。

・卓球フェンスを置くなどして明らかにベンチと分離した形にすること
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2-4 会場の準備【 大会初日の開場時間までに完了させる 】

※下線のものは学連事務局が当日持参します

（１）本部および審判控室、審判員研修席の準備

① 机・いすの確保。ゴミ袋の準備（開催地のルールに則る）

→本部は、体育館のステージなど コートが見渡せるところに設置。

→審判控室には、当日の審判割り当て、大会プログラム、大会申し合わせ事項、

組合せ表、お茶、菓子、コップ、ゴミ袋 を用意。

② 本部・審判控室の案内表示

・学連本部・審判員研修席の準備

１．学連本部には、長机、イスを用意する（監督も座れるようにする）

２．審判員研修席（試合割当のない審判員が試合を見るための席）を設置する

ステージがある場合は・・・ステージ上に３～６席、遠いほうのコートの記録席もしくは主審裏に３～６席

ステージがない場合は・・・記録席もしくは主審裏に３～６席

●本部席の設置方法
例１：ステージ上に設営する場合

（福祉／学院／盛大／修紅／聖和／弘大／八工／専修／青大など）
コート側

↑
○○○○ ○○○○
審判員研修席 審判員研修席

例２：コート端に設営する場合
（岩大／仙台２体／福島／尚絅）

コート側 例２の場合
↑ 審判員研修席を

記録席後方に
置くことが望ましい

↑壁際に荷物用の長机を置く

○ ○○ ○
本部 審判
○ ○ ○ ○

荷物 荷物 荷物

役員 役員 役員
○ ○ ○ ○ ○ ○

○ ○ ○ ○○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○
本部 本部 本部

○ ○ ○ ○ ○ ○
役員 役員

役員 役員 役員

○ ○ ○ ○ ○ ○
本部 本部 本部 役員

（２）会場案内物の準備

① 会場入口にホワイトボードなどを利用して、「大会名」「試合日程」「会場の注意事項」を掲示

※会場の注意事項は、土足厳禁とか選手控室･トイレの場所など当番校のからの連絡をしてください

② 星取表・個人賞の途中結果などを入口付近の見えやすい所に掲示。

③ その他必要な案内物の掲示

「立入禁止」「土足厳禁」「トイレ」「控室」などは、当番校のほうで適宜掲示をしてください。

（３）その他

① コート名、大会バナーの掲示

② 放送設備の準備→できない場合は、学連事務局へ連絡してください

③ 来賓（地元協会の会長、理事長）が来た場合は、本部席へ誘導し、学連委員に紹介してください。

（学連委員が挨拶をします）
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2-5 弁当の準備を行う【 １１時までに 】

１１時ぐらいまでに弁当を準備し、本部・審判控室にそれぞれ搬入する。（数量は、学連に確認する）

・１４時試合開始の場合は不要です

2-6 コート整備・会場整備・会場撤収 【 試合終了後 】

（１）コートの整備・片付け

翌日も試合がある場合は、コートの整備を行う

① ネットをゆるめる →無理に緩めなくても良い場合は、そのままでＯＫです

② ラインテープや消しテープが取れているところを補修する。

③ ベンチのいすを整理し、コートにモップをかける。

（２）本部・審判控室の片付け、清掃を行う。ゴミは所定の方法で処分する。

３．【学連業務】競技・審判

3-1 コートの設営・チェックを行う【 試合開始６０分前 】

（１）試合開始６０分前までに、設営を完了し、チェックする。コート設営は、当番校が実施し、最終確認は学連が実施する。

・「資料７ コート設営方法」を参照

※備品をどこから運んだかを確認すること→学連のものなのか、会場のものなのかを明覚にしておく。

（２）開館時間まで会場校以外の選手をフロアに入れないこと。

・入ってきた場合は、フロアから退去させること。（ギャラリーなどで待機してもらう。）

3-2 審判ミーティング【 試合開始４５分前 】

（１）試合開始４５分前に、審判員と試合開始時刻、対戦カード、申し合わせ事項の確認を行う。

・１部・・・・・ＪＶＩMＳとベストサポート賞の確認

・２部以下・・・学生副審の有無、１ボールか３ボールか

（２）使用球の気圧測定をし、ＪＵＲＹのサインをもらう。その後、ボールは、記録席へ置いておく。

※ボールに空気を多めに入れ、気圧計・空気入れ・ボールペンを持って行きボールの確認をする

3-3 エントリーチェック・記録用紙の準備

【 試合開始３０分前／第２試合以降は前試合の第１セット終了までに完了させる】

（１）メンバー届、記録用紙用シールを、各チームから第１試合の３０分前（第２試合以降は前試合の第１セット終了時）

までに、大会本部に提出してもらう。

（２）メンバー届、記録用紙用シールと変更プログラムを照合し、番号・選手名に誤りがないかを確認する。

① 「監督」「コーチ」「マネージャー」（各１名）は、メンバー届提出までに臨時役員変更届で届け出のあった場合のみ

変更を認める。部長は変更できない。トレーナーは大会申込がなされている有資格者のみ。

・臨時役員変更届は、提出された１日間有効となる。

例：１日２試合やる場合に、１試合ごとにマネージャーを変えることは出来ない

② 学連登録が完了していない者の出場や選手の背番号の変更は一切認めない。

●時間までに提出されない場合は、すぐに連絡をする。

●変更プログラムに掲載されてない選手・スタッフがいた場合、すぐにチームに確認する。

そして誤りがあれば提出者に訂正させる。

●不明点があれば、登録担当に確認をする。



- 25 -

（３）エントリーに問題がなければ、記録用紙用シールを所定の欄に貼り付ける。

・主将の選手番号へ○とリベロプレーヤーの記載も確認する

（４）記録用紙の大会名、開催地、体育館名、開催日、試合番号、男女、対戦カードを記載すること

・手書きする場合は、青ボールペンを使用すること

3-4 第１試合開始の準備 【 試合開始２０分前 】

「メンバー届の提出遅れ」「補助役員の遅れ」によって、

試合開始時刻が遅れることのないように早めの対応を行うこと。

（１）記録用紙を、記録席へ運び、得点板にネームプレートを貼る。

（２）第２試合以降は、試合開始時刻を、審判員および両チームに伝える。

（３）補助役員を、記録席にプロトコールまでに集める。

・プロトコール開始５分前に確認すること

（４）記録席（記録用紙、ボール、ブザー、タオル、フラッグ）の確認

（５）ＪＶＩMＳ（パソコン、バックアップ用紙）の確認

3-5 次の試合の準備 【 前試合終了後速やかに行う 】

（１）前の試合の記録用紙およびネームプレートは、本部に回収しまとめる。

（２）次の試合の記録用紙およびネームプレートは、前の試合終了後に記録席へ運ぶ。

（３）試合開始時刻は、次の試合の審判員および両チームに伝える。

・設定時間がある場合はそれに従う。

・設定時間が無い場合（もしくは設定時間を過ぎた場合）は、前の試合終了後 10分後にプロトコールを開始する。

（連続試合の場合は最大２０分あけてプロトコールを開始する）

（４）補助役員を、記録席にプロトコールまでに集める。

・プロトコール開始５分前に確認すること

（５）記録席（記録用紙、ボール、ブザー、タオル、フラッグ）の確認

（６）ＪＶＩMＳ（パソコン、バックアップ用紙）の確認

3-6 試合結果の掲示・広報へ連絡 【 各試合終了後に行う 】

（１）記録員より公式記録が来たら星取表に正確に点数を記入する。

（２）１試合終了ごとに、広報担当者へ結果を送信する

3-7 コート整備・会場整備・会場撤収【 試合終了後 】

翌日も試合がある場合は、コートの整備を行う

① ネットをゆるめる →無理に緩めなくても良い場合は、そのままでＯＫです

② ラインテープや消しテープが取れているところを補修する。

③ ベンチのいすを整理し、コートにモップをかける。

（１）会場の片付け、清掃を行う。ゴミは所定の方法で処分する。

① ベンチのいす・記録席などを撤収する。コートにモップをかける。

② ボールを本部に戻す。点示用のネームプレート・記録席備品、大会バナー、コート名を撤収する。

③ 清掃などをきちんと行い、会場を現状に戻す。物品は元の位置にきちんと戻す。

□ 観客席・防球ネット・暗幕・カーテン・観客席・いす・机・マット、その他、会場から借用したもの
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４．【学連業務】総務・広報

4-1 会場の準備【 大会初日の開場時間までに完了させる 】

※下線のものは学連事務局が当日持参し、当番校へ

（１）試合開始６０分前までに、設営を完了し、チェックする。コート設営は、当番校が実施し、最終確認を学連で実施する。

（２）本部および審判控室、審判員研修席の準備

① 会場入口にホワイトボードなどを利用して、「大会名」「試合日程」「会場の注意事項」を掲示

※会場の注意事項は、土足厳禁とか選手控室･トイレの場所など当番校のからの連絡をしてください

② 星取表・個人賞の途中結果などを入口付近の見えやすい所に掲示

③ その他必要な案内物の掲示

「立入禁止」「土足厳禁」「トイレ」「控室」などは、当番校のほうで適宜掲示をしてください。

（３）その他

① コート名、大会バナーの掲示

② 放送設備の準備→できない場合は、学連事務局へ連絡してください

③ 来賓（地元協会の会長、理事長）が来た場合は、本部席へ誘導し、学連委員に紹介してください。

（学連委員が挨拶をします）

4-2 弁当の確認【 開場時刻までに確認をする 】

当番校に１１時ぐらいまでに弁当を準備してもらい、本部・審判控室にそれぞれ何個置くかを確認・連絡すること。

・１４時試合開始の場合は不要

4-3 受付の準備【 開場時刻までに確認をする 】

（１）配布するもの

・ メンバー届 ・記録用紙用シール ・臨時役員変更届（必要な場合） ・目玉

（２）連絡事項の確認

・ 駐車場、ごみ、喫煙場所、飲食場、着替え場所

・ １試合目プロトコール時間の確認、メンバー届提出時間の確認、補助役員の確認

・ 第 1試合の補助役員に該当しているチームは、10分前までに記録席に来るよう伝える

4-4 追加登録

（１）各チームからの学連への追加登録・大会追加申込を受け付ける 【資料１０ 参照】

4-５ パンフレットの販売【１冊１，０００円】

（１）パンフレットの売上金は、学連から仮払いした現金とは別に保管する。

（２）パンフレットが１冊売れたごとにチェック表にチェックを記入する。

4-6 審判謝礼金の準備・支払【１人２，０００円＋α】

（１）試合中に､審判の方に、今日の人数と個別の「出発地」「宿泊の有無」を確認する。

（２）全試合終了までに封筒に謝礼金 2,000 円とを入れたものを人数分用意する。 ※事前にお金を千円札にしておく

（３）試合終了後､審判控室に出向き、大会のお礼と同時に謝礼金を渡す。

→支払時に、必ず一人一人「審判謝礼金領収書」への記入および捺印をしてもらう
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4-7 全試合終了後

（１）大会会場の清掃実施・現状復元の徹底 会場備品の後片付けをきちんと行う

外部から持って来たものをきちんと持ち帰る（会場のものとの区別をはっきりすること）

（２）会場の各種控室・本部席の片付け

清掃などをきちんと行い、会場を現状に戻す。物品は元の位置にきちんと戻す。

□ 観客席・ロビー・トイレの清掃、いす・机、放送設備、その他、会場から借用したもの

□ ゴミは所定の方法で処分する。・弁当の余りは、当番校に配布するか、持ち帰る。

（３）書類、金銭類の整理

□必要書類をきちんと整理する。

□プログラム売り上げをまとめる。（→会場責任者→会計）

□会場校の領収書の精算。

4-8 報道機関への結果送信、ホームページへの掲載

（１）広報担当は、各会場の結果を取りまとめて、報道機関へファックス送信を行う。また、ホームページへ結果を掲載する。

（各試合の結果は、すぐにツイッターに掲載すること）

間違ったスコア、セットカウントになっていないか、細心の注意を払うこと

（２）勝敗数も記載し、現時点での順位が明らかにすること
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資料９：代表者会議・開会式・閉会式 次第
１．代表者会議

次第 担当 放送原稿

司会は、全チーム来ているか点呼をしてください

１ 開式通告 司会 司会「ただいまより代表者会議を行います」

２ 競技運営に

ついて

競技委員長 司会「競技運営について。

競技委員長（もしくは競技担当） 先生、お願いします」

３ 審判上の

確認

審判委員長 司会「審判上の確認。

審判委員長（もしくは審判担当） 先生、お願いします」

４ 連絡事項 総務委員長 司会「連絡事項。

総務委員長（もしくは総務担当） 先生、お願いします」

５ 質疑応答 司会 司会「各チームから質問がありましたらお願いします」

６ 閉式通告 司会 司会「以上を持ちまして代表者会議を終了します。

開会式は 時 分から開始しますので５分前に整列してください。」

２．開会式

次第 担当 放送原稿

１ 開式通告 司会 司会「ただいまより開会式を行います」

２ 開会宣言 学連委員長 司会「開会宣言。

東北大学バレーボール連盟委員長（副委員長） が

開会宣言を行います」

３ 優勝杯返還

レプリカ授与

学連会長

もしくは役員

司会「優勝杯返還ならびにレプリカ授与。」

「前回優勝チームより優勝杯の返還を行い、

学連よりレプリカが授与されます。

「前回優勝チーム 部 大学」

４ 挨拶 学連会長

もしくは役員

司会「挨拶。東北大学バレーボール連盟

（役職） 会長 先生お願いします」

５ 選手宣誓 学連会長

もしくは役員
司会「選手宣誓。 大学 選手」

６ 閉式通告 司会 司会「以上を持ちまして開会式を終了します。

第１試合は 時 分から開始します。選手は解散して下さい。」

●開会式の役員挨拶について

「会長 菅野健（かんのたけし）」が行いますが、会長不在の場合は、次の順番で事前に依頼してください

「副会長 千葉正（ちばただし）」「副会長 富田光一（とみたこういち）」「副会長長 山内茂夫（やまうちしげお）」

「理事長 嶋貫勝（しまぬきまさる） →以降、副理事長、常任理事の順です

●優勝杯返還・レプリカ授与について

前季からの昇格チームは、昇格後の部の開会式で返還を行います

●開会式のチームの整列順は、中央に１位チームから順番に整列させます（遠いチームほど順位が下になるように）

※ 前回大会の順位です
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３．閉会式

次第 担当 放送原稿

１ 開式通告 司会 司会「ただいまより閉会式を行います」

２ 成績発表 競技担当 司会「成績発表。」（発表者は中央へ）

発表者「成績を発表します。

『 子 部 最終成績

優勝 大学 勝 敗

準優勝 大学 勝 敗

第３位 大学 勝 敗

第４位 大学 勝 敗

第５位 大学 勝 敗

第６位 大学 勝 敗』

以上です」

３ 表彰 学連会長

もしくは役員

司会「表彰に移ります。

はじめに 子 部の表彰を行います

優勝チームは 名、準優勝チームは 名、第３位チームは 名

代表者は前へお進みください。」

【表彰を行う】

司会「元の位置にお戻り下さい。」

※複数部ある場合は、各部ごとに表彰する

４ 個人表彰 学連会長

もしくは役員

司会「続いて個人表彰に移ります。

呼ばれた方は、前へお進みください。」

※男女１部の際はこの時に選手を座らせる

【表彰を行う】

司会「元の位置にお戻り下さい。」

５ 挨拶 学連会長

もしくは役員

司会「挨拶。東北大学バレーボール連盟

（役職） 会長 先生お願いします」

６ 閉会宣言 学連委員長 ※男女１部の際はこの時に選手を立たせる

司会「閉会宣言。東北大学バレーボール連盟委員長 が

閉会宣言を行います」

７ 閉式通告 司会 司会「以上を持ちまして閉会式を終了します。選手は解散して下さい。」

●閉会式の役員挨拶について

「会長 菅野健（かんのたけし）」が行いますが、会長不在の場合は、次の順番で事前に依頼してください

「副会長 千葉正（ちばただし）」「副会長 富田光一（とみたこういち）」「副会長長 山内茂夫（やまうちしげお）」

「理事長 嶋貫勝（しまぬきまさる） →以降、副理事長、常任理事の順です

●閉会式のチームの整列順は、中央に１位チームから順番に整列させます（遠いチームほど順位が下になるように）

※その大会の順位です （×前回の順位。開会式とは違う）
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資料 10：追加登録・申込について

① 大会に参加できる者（チームスタッフ・選手）は、

当連盟に登録が完了し、かつ大会に追加申し込みがされている者に限る。

② 新入部員および新規のチームスタッフは、直近の火曜日１７時までに「追加大会申込書」（エクセルシート・

登録データ）を学連事務局までメール送信すること

登録締切日 4/16火 4/23火 4/30火 5/7火 5/14火 5/21火

出場可能日 4/20土 4/27土 5/4土 5/11土 5/18土 5/25土

登録締切日 9/17火 9/24火 10/1火 10/8火 10/15火 10/22火

出場可能日 9/21土 9/28土 10/5土 10/12土 10/19土 10/26土

③ 各チームは、メール送信と並行して、ＪＶＡ－ＭＲＳによる登録および登録料の支払い、東北学連へ個人登

録料の銀行振込を行うこと。

④ その後、土曜日のリーグ戦において、大会本部に次のものを提出することで、追加登録が完了する。

□ プリントアウトした追加大会申込書 （２枚）

□ ＪＶＡ－ＭＲＳのチーム一覧 （２枚）

□ 東北学連への個人登録料の振込明細書のコピー

●選手の背番号について
① 番号は、原則として 1番から１８番までとするが、やむをえないときは、１番から９９番までを使用する。
② 当該リーグ戦期間中（含入替戦）の番号変更は一切認めない。

※ただし春季リーグと秋季リーグで背番号が変わっていても問題はない。（2011年度より適用）

●トレーナーについて （２０１６年度より適用）
全日本学連は、活動中の事故発生時に迅速的確に対応するため「ベンチ入りトレーナー資格」を規定するこ
とになりました。これに合わせ、東北学連においても２０１６年度から「ベンチ入りトレーナー資格」を定めます。
当連盟でトレーナーとして認めるのは、「医師」「看護師」「柔道整復師」「救命士」「全日本学連トレーナー」の
いずれかの資格です。但し、チームの事情に考慮し、「消防署による救急救命・応急処置等の講習会」に参
加し修了証を交付された者も有資格者と認めることとしました。

今後トレーナーとしてベンチ入りをする場合は、上記の資格所有を明らかにする免許証・修了書を所持し、また、
大会申込時においても、免許書・修了証の写しを添付することが必要となります。無資格者はトレーナーとして
登録ならびにベンチ入りできません。
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